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１．医薬品・医療用具等安全性情報 No.209 

（詳細は厚生労働省ＨＰ http://www.mhlw.go.jp/houdou/2005/01/h0127-1.html） 
 
 
情報の概要 
 

（１）重要な副作用等に関する情報 

前号（No.208）以降に改訂を指導した医薬品の使用上の注意のうち重要な副作用等に関する情

報を紹介する（詳細は厚生労働省ＨＰもしくはＤＩ室まで）。 

 

［内容］ 

１．ﾌﾀﾗｰﾙ（防疫用殺菌消毒剤：ﾃﾞｨｽｵｰﾊﾟ消毒液） 

効能・効果に関連する使用上の注意：本剤にて消毒を行った膀胱鏡を繰り返し使用した膀胱

癌既往歴を有する患者に，ショック・アナフィラキシー様症状があらわれたとの報告がある

ので，経尿道的検査又は処置のために使用する医療器具類には本剤を使用しないこと。 
 
 



２ 添付文書の改訂 
           …メーカー通知より 

 ２－１ 今回改訂の医薬品

【禁忌】 

 ･ キシロカイン 

【効能・効果（使用上の注意）】 

 ･ ザイアジェン 

【用法・用量】 

 ･ ザイアジェン 

【重要な基本的注意】 

 ･ ザイアジェン 

【相互作用】 

 ･ キシロカイン 

【相互作用（併注）】 

 ･ ザイアジェン 

 ･ キシロカイン 

【その他の副作用】 

 ･ ジルテック 

 ･ ムコダイン 

【小児】 

 ･ ザイアジェン 

【その他の注意】 

 ･ プロポフォール 

 ･ ディプリバン 

 ･ キシロカイン 

   



２－２ 添付文書改訂の内容 

 ●：指導による改訂○：自主改訂 

 

 111 全身麻酔剤 

 

ディプリバン 

【その他の注意】 

●外国で、集中治療における人工呼吸中の 

 鎮静の目的で、本剤の投与を受けた重篤な 

 患者において、因果関係は確立していない 

 が、組織への酸素供給管理が不十分であっ 

 たことが原因と考えられる代謝性ｱｼﾄﾞｰｼｽ、 

 横紋筋融解症、高ｶﾘｳﾑ血症、心不全が極め 

 てまれに発現し、数例が死亡に至ったとい 223 去痰剤 

う報告がある。 

 

プロポフォール 

【その他の注意】 

● 外国で、集中治療における人工呼吸中の 

 鎮静の目的で、本剤の投与を受けた重篤な 

 患者において、因果関係は確立していない 

 が、組織への酸素供給管理が不十分であっ 

 たことが原因と考えられる代謝性ｱｼﾄﾞｰｼｽ、 

 横紋筋融解症、高ｶﾘｳﾑ血症、心不全が極め 

 てまれに発現し、数例が死亡に至ったとい 

う報告がある。 

 

212 不整脈用剤 

 

キシロカイン 

【禁忌】 

○本剤の成分又はｱﾐﾄﾞ型局所麻酔薬に対し 

過敏症の既往歴のある患者 

 

【相互作用】 

● 本剤は、主として肝代謝酵素 CYP3A4 で 

 

 

 

 

 

代謝される。 

 

【相互作用（併注）】 

● ｱﾝﾌﾟﾚﾅﾋﾞﾙ、硫酸ｱﾀｻﾞﾅﾋﾞﾙを追加 

 

【その他の注意】 

○本剤の投与により、新生児にﾒﾄﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ 

血症があらわれたとの報告がある。 

 

 

 

ムコダイン 

【その他の副作用】 

○ 過敏症：(頻度不明)浮腫、発熱、呼吸困

難 

 

449 その他のアレルギー用薬 

 

【その他の副作用】 

○ 精神神経系：(頻度不明)振戦、抑うつ 

○ 消化器：(0.1%未満)口内炎(頻度不明)腹

部膨満感 

○ 循環器：(0.1%未満)不整脈(房室ﾌﾞﾛｯｸ、

期外収縮、頻脈、発作性上室性頻拍、心

房細動) 

○ 過敏症：(0.1%未満)蕁麻疹(頻度不明)多

形紅斑 

○ 腎臓・泌尿器：(0.1%未満)血尿 

○ その他：(0.1%未満)月経異常(頻度不明) 

○ 関節痛、手足のこわばり、臭覚異常、鼻

出血、脱毛、咳嗽 



625 抗ウイルス剤 

 

ザイアジェン 

【効能・効果（使用上の注意）】 

 

●無症候性HIV感染症に関する治療開始につ 

いては、CD4ﾘﾝﾊﾟ球及び血漿中HIV  RNA量

が指標とされている。よって、本剤の使用に

あたっては、患者のCD4ﾘﾝﾊﾟ球数及び血漿中

HIV RNA量を確認するとともに、最新のｶﾞｲﾄﾞ

ﾗｲﾝを確認すること。 

【用法・用量】 

 ●通常、成人には他の抗HIV薬と併用して、 

 ｱﾊﾞｶﾋﾞﾙとして1日量600mgを1日1回又は2回 

 に分けて経口投与する。なお、年齢、体重、

症状により適宜減量する。 

 【重要な基本的注意】 

 ○本剤のHIV-2感染症患者に対する有効性・ 

 安全性は確認されていない。 

 ○本剤の使用に際しては、患者又はそれに 

 代わる適切な者に、次の事項についてよく 

 説明し同意を得た後、使用すること。 

 本剤に関する臨床試験実施を含め、更なる 

 有効性・安全性のﾃﾞｰﾀを引き続き収集中で 

 あること 

 【相互作用（併注）】 

 ●ﾒｻﾄﾞﾝ(国内未発売)、臨床症状・措置方法 

 ：ﾒｻﾄﾞﾝのｸﾘｱﾗﾝｽが22%増加したことから、 

 併用する際にはﾒｻﾄﾞﾝの増量が必要となる場 

 合があると考えられる。なお、ｱﾊﾞｶﾋﾞﾙの血 

  

 

 

中動態は臨床的意義のある影響を受けなかっ

た 

【小児】 

 ○小児に対し本剤を投与した場合、本剤1日 

 1回投与では、1日2回投与と比較して、曝露 

 量が大きくなる可能性がある。 

  



小児用ｱﾐﾉ酸
製剤

ｷｼﾘﾄｰﾙ加ｱﾐ
ﾉ酸製剤

腎不全用ｱﾐﾉ
酸製剤

肝不全用アミ
ノ酸製剤

ｱﾐﾉ酸加総合
電解質液

アミパレン プレアミンP
プロテアミン
12X注射液

キドミン アミノレバン アミノフリード

大塚 扶桑 田辺 大塚 大塚 大塚
200 200 200 200 500 500

糖質 － － Xyl － － Glu
％ － － 5 － － 7.5
Na 約2 約3 約150 約2 約14 35
Cl － － 約150 － 約94 35
K － － － － － 20
Mg － － － － － 5
Ca － － － － － 5
Ace － － － － － 19
Lac － － － － － 20
P(mmol) － － － － － 10

10 7.6 11.36 7.2 7.99 3
1.57 1.175 1.815 1 1.22 0.471
6.5～7.5 6.5～7.5 5.7～6.7 6.5～7.5 5.5～6.5 6.7
3 2.3～2.8 6 2 3 3

混濁・沈
殿

ｿﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ﾌｧ
ﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｱﾚﾋﾞ
ｱﾁﾝ

ｿﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ﾌｧ
ﾝｷﾞｿﾞﾝ

ﾌｧﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｱﾚ
ﾋﾞｱﾁﾝ

ｲｿｿﾞｰﾙ, ｿﾙ
ﾀﾞｸﾄﾝ, ﾌｧﾝｷﾞ
ｿﾞﾝ,

 ｿﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ﾌｧ
ﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｱﾚﾋﾞ
ｱﾁﾝ, 補正用
ﾘﾝ酸二ｶﾘｳﾑ
液, ﾁｴﾅﾑ, ﾊ
ﾛｽﾎﾟｱ, ｶﾙﾁ
ｺｰﾙ, ﾒｲﾛﾝ等

色調変化
ﾊﾛｽﾎﾟｱ, ﾐﾉﾏ
ｲｼﾝ

ﾏｲﾄﾏｲｼﾝS
ｱｻﾞｸﾀﾑ, ﾁｴ
ﾅﾑ, ﾊﾛｽﾎﾟｱ
等

含量低下 ﾋﾞｸｼﾘﾝ
ﾋﾞﾀﾒｼﾞﾝ, ｱﾘﾅ
ﾐﾝF

ﾌｻﾝ ﾌｻﾝ

高カロリー輸液療法施行中に起こる重篤なアシドーシスについて

高ｶﾛﾘｰ輸液療法施行中に重篤なｱｼﾄﾞｰｼｽを発現したという報告
を受けて、製造会社により、平成3年10月、平成9年6月の2回にわ
たり「緊急安全性情報」が配布され、注意を喚起、適正使用の啓
蒙が行われております。
今一度、重篤なｱｼﾄﾞｰｼｽ発現の危険性について、理解を深めると
ともに、適正使用のために以下の内容にご留意下さい。

平成3年10月　No.91-1　「緊急安全性情報」の内容

・高ｶﾛﾘｰ輸液投与は十分なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行ってください。
※ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ：血液検査(血液ｶﾞｽ分析、血清電解質等)、尿検査等

・ﾊｲﾘｽｸの患者には特にご注意ください。
※ﾊｲﾘｽｸ患者：重症感染症、腎機能障害、肝機能障害などの合
併、ﾋﾞﾀﾐﾝB1非投与、術後患者、高齢者等

・異常があれば直ちに投与を中止してください。
※呼吸異常、意識障害、腹痛等

平成9年6月　No.97-2　「緊急安全性情報」の内容

・高ｶﾛﾘｰ輸液療法施行中は必ずﾋﾞﾀﾐﾝB1を投与してください。

※ﾋﾞﾀﾐﾝＢ1含有製剤：ｵｰﾂｶMV、ｱﾘﾅﾐﾝF、ﾈｵﾗﾐﾝ・ｽﾘｰﾋﾞｰ等。1日

3ｍｇ以上を目安に投与する。

・重篤なｱｼﾄﾞｰｼｽが発現した場合は、直ちにﾋﾞﾀﾐﾝＢ1欠乏を考慮

してください。
※ﾋﾞﾀﾐﾝＢ1欠乏の際：ﾋﾞﾀﾐﾝＢ1製剤(当院ではアリナミンF50)を急

速静脈内投与する。投与量は1回100～400mgとし、1時間毎に症
状が回復するまで投与する。

・ﾋﾞﾀﾐﾝＢ１製剤の大量投与でも症状が改善しない場合は、ｱﾙｶﾘ
化剤(ﾒｲﾛﾝ等)の投与も考慮してください。

・高ｶﾛﾘｰ輸液療法の施行にあたっては、添付文書記載事項に留
意の上、適正に使用してください。

pH
浸透圧比

配合変化

配合変化については各社配合変化表、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰﾎｰﾑまたは「注射薬の配合変化表(出版社：株式会社 じほ
う)」に記載があるもののうち当院採用薬を掲載しています。

糖

電解質
(mEq/L)

総遊離ｱﾐﾉ酸
総窒素(g/dl)

■栄養輸液製剤

会社名
容量(ml)

製品名

ｱﾐﾉ酸製剤



ピーエヌツイ
ン1号

ピーエヌツイ
ン2号

アミノトリパ1
号
アミノトリパ2
号
ハイカリック
液1号

ハイカリック
NC-L

ハイカリック
NC-N

ハイカリック
NC-H

ハイカリック
RF
イントラリ
ピッド10%

イントラリ
ポス20%

味の素 味の素 大塚 大塚 ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ 大塚
1000 1100 850, 1700 900, 1800 700 700 700 700 500 100 100

糖質 Glu Glu Glu, Fru, Xyl Glu, Fru, Xyl Glu Glu Glu Glu Glu - -
％ 12 16.36 9.4, 4.7, 2.3 11.1, 5.5, 2.8 17.1 17.1 25 35.7 50 - -

Na＋ 50 50 35 35 - 50 50 50 25 - -

K＋ 30 30 22 27 30 30 30 30 - - -

Mg2＋ 6 6 4 5 10 10 10 10 3 - -

Ca2＋ 8 8 4 5 8.5 8.5 8.5 8.5 3 - -

Cl－ 50 50 35 35 - 49 49 49 15 - -

SO4
2- 6 6 4 5 10 - - - - - -

Ace- 34 40 44 54 25 11.9 11.9 11.9 - - -

Lac- - - - - - 30 30 30 15 - -

Gluco- 8 8 4 5 8.5 8.5 8.5 8.5 3 - -

Citrate3- - - 10 10 - - - - -
P(mg) 248 248 154 186 150 250 250 250 - - -

Zn(μmol) 20 20 8 10 10 20 20 20 10 - -

- - - - - - - - - 10 20

- - - - - - - - - 1.2 1.2

- - - - - - - - - 2.25 2.2
約4 約5 約5 約6 約4 約4 約6 約8 約11 約1 約1
約5 約5 約5.6 約5.6 3.5～4.5 4.0～5.0 4.0～5.0 4.0～5.0 4.0～5.0 - -
560 840 660 820 480 480 700 1000 1000 110 200
480 720 560 700 480 480 700 1000 1000 110 200
2 2.7 2.9 3.3 - - - - - - -

混濁・沈殿
分離

ﾌｧﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｿ
ﾙｺｰﾃﾌ, ｿﾙﾒ
ﾙｺｰﾄ, ｿﾙﾀﾞｸ
ﾄﾝ

ﾌｧﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｿ
ﾙｺｰﾃﾌ, ｿﾙﾒ
ﾙｺｰﾄ, ｿﾙﾀﾞｸ
ﾄﾝ

ﾌｧﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｿ
ﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ｱﾚﾋﾞ
ｱﾁﾝ

ﾌｧﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｿ
ﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ｱﾚﾋﾞ
ｱﾁﾝ

ﾌｧﾝｷﾞｿﾞﾝ, ｿ
ﾙ･ﾒﾄﾞﾛｰﾙ, ｿ
ﾙﾒﾙｺｰﾄ, ﾒｲﾛ
ﾝ

ｿﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ｿ
ﾙ･ｺｰﾃﾌ, ｲﾝﾄ
ﾗﾘﾋﾟｯﾄﾞ, 補正
用ﾘﾝ酸二ｶﾘ
ｳﾑ, ﾌｧﾝｷﾞｿﾞ
ﾝ

ｿﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ｿ
ﾙ･ｺｰﾃﾌ, ｲﾝﾄ
ﾗﾘﾋﾟｯﾄﾞ, 補正
用ﾘﾝ酸二ｶﾘ
ｳﾑ, ﾌｧﾝｷﾞｿﾞ
ﾝ

ｿﾙﾀﾞｸﾄﾝ, ｿ
ﾙ･ｺｰﾃﾌ, ｲﾝﾄ
ﾗﾘﾋﾟｯﾄﾞ, 補正
用ﾘﾝ酸二ｶﾘ
ｳﾑ, ﾌｧﾝｷﾞｿﾞ
ﾝ

色調変化
ﾏｲﾄﾏｲｼﾝS協
和
ﾏｲﾄﾏｲｼﾝS協
和

ﾁｴﾅﾑ, ﾊﾛｽ
ﾎﾟｱ

ﾁｴﾅﾑ, ﾊﾛｽ
ﾎﾟｱ

ﾁｴﾅﾑ, ﾊﾛｽ
ﾎﾟｱ

ﾁｴﾅﾑ, ﾊﾛｽ
ﾎﾟｱ

力価低下
ｴﾘｽﾛｼﾝ, ﾍﾟﾆ
ｼﾘﾝ, ﾐﾉﾏｲｼﾝ

他の薬剤
を混合し
ないこと

他の薬剤
を混合し
ないこと

脂肪乳剤

＊Glu：ｸﾞﾙｺｰｽ　Flu：ﾌﾙｸﾄｰｽ　Xyl：キシリトール
＊ｱﾐﾉﾄﾘﾊﾟについては太字の規格の成分を記しています。
＊配合変化については各社配合変化表または「注射薬の配合変化表(出版社：株式会社 じほう)」に記載があるもののうち当院採用薬を掲載しています。

容量(ml)

糖

電解質
(mEq/L)

精製ダイズ油(W/V%)

精製卵黄レシチン
(W/V%)

濃グリセリン(W/V%)

■栄養輸液製剤

製品名

高ｶﾛﾘｰ輸液用基本液

会社名

高ｶﾛﾘｰ輸液用キット製品

浸透圧比
pH

配合変
化

総熱量(Kcal)
非蛋白熱量(Kcal)
総遊離ｱﾐﾉ酸(g/100ml)



生理食塩
液
乳酸ﾘﾝ
ｹﾞﾙ液

乳酸ﾘﾝ
ｹﾞﾙ＋ｿ
ﾙﾋﾞﾄｰﾙ

酢酸ﾘﾝ
ｹﾞﾙ液

生食 ﾗｸﾃｯｸ ﾗｸﾃｯｸG ｳﾞｨｰﾝF ｳﾞｨｰﾝD ﾌｨｼﾞｵ70
ﾌｨｼﾞｵ
140
ｿﾙﾃﾞﾑ1

ｿﾙﾃﾞﾑ
3A
ｿﾙﾃﾞﾑ
3AG
KN補液
3B
ﾌｨｼﾞｵ35 ﾄﾘﾌﾘｰﾄﾞ

ｳﾞｨｰﾝ
3G
ｱｸﾁｯﾄ ｿﾙﾃﾞﾑ6

ﾃﾙﾓ,
大塚

大塚 大塚 日研 日研 大塚 大塚 ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ ﾃﾙﾓ 大塚 大塚 大塚 日研 日研 ﾃﾙﾓ

100, 250,
500, 1000

500 500 500 500 500 500 200, 500 200, 500 200, 500 500 500 500 500 500 200

Na＋ 154.0 130.0 130.0 130.0 130.0 70.0 140.0 90.0 35.0 35.0 50.0 35.0 35.0 45.0 45.0 30.0

K＋ 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 17.0 17.0

Ca2+ 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 5.0 5.0

Mg2+ 2.0 3.0 5.0 5.0 5.0

Cl- 154.0 109.0 109.0 109.0 109.0 52.0 115.0 70.0 35.0 35.0 50.0 28.0 35.0 37.0 37.0 20.0

Lactate- 28.0 28.0 20 20.0 20.0 20.0 10.0

Acetate- 28.0 28.0 25.0 25.0 20.0 6.0 20.0 20.0

Gluconate- 3.0 5.0

Citrate3- 6.0 14.0
Phosphate
(mmol)

10.0 10.0 10.0 10.0

ｸﾞﾙｺｰｽ 5.0 2.5 1.0 2.6 4.3 7.5 2.7 10.0 6.0 5.0 4.0
ﾌﾙｸﾄｰｽ 3.0
ｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ 5.0
ｷｼﾘﾄｰﾙ 1.5
ﾏﾙﾄｰｽ 5.0

200 200 100 40 104 172 300 108 400 420 200 200 160
4.5-8.0 6.0-8.5 6.0-8.5 6.5-7.5 4.0-6.5 4.7-5.3 5.9-6.2 4.5-7.0 5.0-6.5 5.0-6.5 4.0-7.5 4.7-5.3 4.5-5.5 4.3-6.3 4.3-6.3 4.5-7.0
1.0 約0.9 約2 約１ 約2 約１ 約１ 約１ 約１ 約2 約１ 約2-3 約2.6 約1.5 約１ 約0.9

3.輸液製剤一覧表

輸液は大きく分類して、水分・電解質の補給・補正を目的とする電解質輸液製剤、三大栄養素を補給する栄養輸液剤に分けられますが、
これらの製剤を用いて輸液療法を行うにあたっては、患者さん一人一人の症状にあわせた投与計画が必要となります。
他剤との比較や輸液内容の確認を行いやすくするために、当院で採用されております輸液製剤の一覧表を作成いたしましたので参考にされてください。

電解質
(mEq/L
)

糖質
(％)

開始液 維持液
術後回
復液

■電解質輸液製剤

pH
浸透圧

細胞外液補充液

酢酸ﾘﾝｹﾞﾙ＋ﾌﾞﾄﾞｳ糖製品名

ｶﾛﾘｰ(kcal/l)

会社名

容量(ml)




